
















粘着剤の種類



粘着剤の種類と粘着力



どのようにテープを選んだらいいの？



粘着剤と時間の関係



粘着剤がどのように肌に馴染むのか





入浴時・シャワーする時

・防水性のある

ポリウレタンフィルム基材

・防水性のあるプラスチック基材



肌が脆弱・肌が荒れている場合

・角質剥離が少ない、シリコーン系粘着基材

・ゲルタイプで肌に優しいアクリル系粘着
基材

・高伸縮で肌に追従するポリウレタンフィ
ルム基材



手間を少なくしたい

・そのまますぐに使える専用形状のカットタイプ

・手できれる紙基材／不織布基材



コストを安く抑えたいとき

・安価な紙基材

・お得なロールタイプ



医療用テープの種類と特徴











医療用テープの種類と特徴
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角質を守りかぶれを低減 … 優肌絆ゲル粘着剤 27

優肌絆

従来品

角質
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28低刺激粘着の実験

Nitto Innovation Lab

「異業種から医療へ。新たな価値を生み出した肌に優しいテープ」
https://www.nitto.com/jp/ja/about_us/brand/promotion/interview/yukiban.html

柔らかいトイレットペーパーに一般的なサージカルテープと優肌絆®を貼って剥がして

みた実験動画。優肌絆®は、薄くて柔らかいトイレットペーパーでさえ、ほとんど破れ

ません。
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29低刺激粘着の実験

Nitto Innovation Lab

「異業種から医療へ。新たな価値を生み出した肌に優しいテープ」
https://www.nitto.com/jp/ja/about_us/brand/promotion/interview/yukiban.html

一般的なサージカルテープだと、剥がす時に粘着面に新聞紙の表面がくっついてし

まい、紙ごと破れてしまいます。一方、優肌絆®は印字面がくっつくだけで、新聞紙

は破れていません。



テープの貼り方・剥がし方



抜去しないよう
しっかり固定

皮膚トラブル起こさないように

チューブ・ドレーン管理はこの２つの両立が難しい



現場の課題

しっかり固定したいので、粘着力の強いテープで固定すると・・・
潰瘍ができてしまったり
剥離時に表皮剥離になってりまうことも

混合病棟も増えて・・・
テープ選択やケアの統一が増々難しい状況に







「あったらいいな」が形になりました





新人さんも
ベテランさんも

グローブをして
ても

病院でも
在宅でも



テープなどの粘着製品による皮膚トラブルの原因と対策

テープなどの粘着製品を使用することで起こる皮膚トラブルには下記にようなものが考えられます。

✓発赤

✓水疱

✓痒み

✓痛み

皮膚トラブルが起こると、痛みなど患者さんの苦痛が増加します。それだけでなく、同じ
位置にテープが貼れなくなり、カテーテルやドレーンの固定が困難になる場合もあります。
そうなると、治療にも大きな影響が出るため、皮膚トラブルを防ぐことは重要です。





テープでの皮膚トラブルの原因とは

✓貼るとき

✓貼っている間

✓剥がすとき



シーン 原因

貼る時

テープを引っ張って貼る
伸縮性のあるテープを伸ばした状態で貼ると、テー
プが縮む力で肌が引っ張られて、無理な負担がか
かっている。

以前貼って弱った肌にもう
一度貼る

一度テープを剥がして角質剥離が発生、弱った肌に
もう一度テープを貼ることで刺激を受けやすくなる。



シーン 原因

貼っている間

テープと肌の相性が良くない
テープや絆創膏の粘着成分で、肌が炎症を起こし発
赤や掻痒感がある。
（アレルギーの可能性もあり）

テープの水分の透過性が低い
一般的なテープや絆創膏は水分透過性が低いため、
長時間の貼付や蒸れで、皮膚が浸軟する。浸軟した
皮膚は傷ができやすく、刺激も受けやすい。

テープの伸縮性がない
テープの素材によっては伸縮性がないため、関節の
曲げ伸ばしの際に関節付近の皮膚も引っ張られて、
無理な負荷がかかる。



シーン 原因

剥がす時

不適切な剥がし方をする
肌に対して垂直に剥がすなどの不適切な剥がし方で、
肌が引っ張られて負担がかかる。

テープの粘着剤が強い
テープを剥がす際に肌が引っ張られて、角質剥離が
発生する。



トラブル対策 患者のリスクアセスメントを適切に行おう



患者の個体要因のアセスメントを行い、リスクの高い患者を予測する。
スキンテアの予防と管理のアルゴリズムにおける個体要因のリスクアセスメント表が参考になります。

一般社団法人日本創傷・オストミー・失禁管理学会、ベストプラクティス スキンーテア（皮膚裂傷）の予防と管理（2015）より引用



トラブル対策

剥離剤や皮膜剤を上手く使いこなそう









透明な被膜を形成し
「粘着剤や剥離刺激」「排泄物からの科学的刺激」から
皮膚を保護する

噴霧してから３０秒待って
テープを貼ってね

✓ 滅菌タイプがある

✓ 発赤の皮膚にも使える
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